
道の駅 
「鴨川オーシャンパーク」 

～ゆったりとした時間を過ごすための空間演出に向けたプロジェクト～ 

城西国際大学観光学部 ２年 大木公紀 



〜海と花の海浜リゾート公園〜 

【道の駅内の施設】 

 物産館 

 24休憩所（情報館） 

 千年磯 

 足湯（なぎさの湯） 

 青空市場 

 季節の花摘み場 

2 プロジェクトで作成した鴨川オーシャンパーク全体図 
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憩いの空間 

付加価値を高める 

休憩機能強化 

情報発信機能強化 

「ゆったりとした空間」 

「クルージング」 

「情報館」 

滞在時間の延長 

鴨川オーシャンパーク
の活性化 

敷地内の回遊性 
を向上 

集客効果の向上 

利用満足度の向上 

消費活動の促進 

観光地としての 
魅力を向上 

目的 



1. 現地視察・事前学習による学び 
• 授業内で事例について学ぶ 
• 鴨川オーシャンパークについて現状を把握 

 

2. 課題についてのディスカッション 
• ２４時間休憩所が利用されていない… 
• 滞在時間を延ばしたい… 

 
→「憩いの空間」を演出をするにはどうしたらよいのか 

4 

プロジェクトの目的 



憩いの空間を演出するためには何ができるか？？ 

① 魅力ある施設は利用者の滞在時間が伸びるのでは？ 
→レストランメニューのリデザイン 

② 情報発信を強化することで回遊性が高まるのでは？ 
→２４時間休憩所の情報館化 

③ イベント創出により満足度が高まるのでは？ 
→クルージング企画 

5 

プロジェクトの具体化 
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① レストランメニューのリデザイン 
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② ２４時間休憩所の情報館化 

Before After 
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③ クルージング企画 



9 
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クルージング当日 

港は穏やかですが、沖合は風速１２mの強風で高波の状態です。 
白波が立ちクルージングは危険と判断し中止と決断しました。。。 



クルージング企画は鴨川に前例のない
海の活用法（イベント）を提案 

11 

鴨川の最も
大事な地域
資源を活用 

道の駅の付
加価値を高
める効果 魅力

UP 

海辺の魅力を創出 
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情報館 
としての基盤を形成 

新しい海の 
活用法を提案 

プロジェクトの継続
により定着化 

情報館としての 
機能を高めていく 

2016年度の取組 2017年度以降の取組 

              今後の課題〜プロジェクトの継続〜 

情報館 

クルージング 
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